
(57)【要約】
【課題】  １つのキャリアが複数のタイムスロットを有
するＴＤＭＡ方式によって通信を行う際に、複数のタイ
ムスロットのそれぞれの通信データを効率的に割り当て
ることができる無線中継装置を提供する。
【解決手段】  通信用キャリア１７～１９、制御用キャ
リア１５、及び代行候補キャリア１６の順に優先順位が
定められている際に、発呼要求があると、当該発呼要求
されたタイムスロット数と空きタイムスロット数とに応
じて優先順位を変更して、当該タイムスロット数以上の
空きタイムスロット数で最小の空きタイムスロット数を
有するキャリアを選択するようにした。



【特許請求の範囲】
【請求項１】  １キャリアが複数のタイムスロットで構
成される複数のキャリアを用いた時分割多重方式で端末
装置と通信する無線中継装置において、上記端末装置か
ら発呼要求されたタイムスロット数、及び上記複数のキ
ャリアの各々が有する空きタイムスロット数を判定し
て、上記空きタイムスロット数が上記発呼要求されたタ
イムスロット数に満たない場合においても、当該タイム
スロット数と同一の及び／又は最も近い空きタイムスロ
ット数を有するキャリアに当該発呼要求に係るタイムス
ロットごとの通信データを割り当てることを特徴とする
無線中継装置。
【請求項２】  端末装置から発呼要求されたタイムスロ
ット数が１キャリアに規定される最大タイムスロット数
に等しいか否かを判定し、上記発呼要求されたタイムス
ロット数が上記最大タイムスロット数に満たない場合、
当該タイムスロット数に最も近い空きタイムスロット数
を有するキャリアに当該発呼要求に係るタイムスロット
ごとの通信データを割り当てると共に、上記最大タイム
スロット数の発呼要求がなされた場合に備えて全てのタ
イムスロットが空いているキャリアのタイムスロット割
り当てに係る優先度を下げることを特徴とする請求項１
記載の無線中継装置。
【請求項３】  端末装置から発呼要求されたタイムスロ
ット数を満たす空きタイムスロットを有するキャリアが
存在しない場合、当該タイムスロット数に最も近い空き
タイムスロット数を有するキャリアに当該発呼要求に係
るタイムスロットごとの通信データを割り当てて通信を
実行し、当該キャリアに空きタイムスロットが生じる
と、当該空きタイムスロットに割り当てられなかった残
りの通信データを割り当てることを特徴とする請求項１
記載の無線中継装置。
【請求項４】  端末装置から発呼要求されたタイムスロ
ットごとの通信データをキャリアに割り当てるにあた
り、
当該通信データの実データが割り当てられるタイムスロ
ット数が最大となるように、上記実データ以外のデータ
の容量を最小化してこれが割り当てられるべきタイムス
ロット数を最小にしたことを特徴とする請求項１から請
求項３のうちのいずれか１項記載の無線中継装置。
【請求項５】  １キャリアが複数のタイムスロットで構
成される複数のキャリアを用いた時分割多重方式で通信
するあたり、発呼要求されたタイムスロット数、及び上
記複数のキャリアの各々が有する空きタイムスロット数
を判定して、上記空きタイムスロット数が上記発呼要求
されたタイムスロット数に満たない場合においても、当
該タイムスロット数と同一の及び／又は最も近い空きタ
イムスロット数を有するキャリアに当該発呼要求に係る
タイムスロットごとの通信データを割り当てる無線中継
装置と、

上記無線中継装置に対して発呼要求を行って上記時分割
多重方式で通信を行う端末装置とを備えた通信システ
ム。
【請求項６】  １キャリアが複数のタイムスロットで構
成される複数のキャリアを用いた時分割多重方式で通信
するにあたり、発呼要求されたタイムスロット数、及び
上記複数のキャリアの各々が有する空きタイムスロット
数を判定して、上記空きタイムスロット数が上記発呼要
求されたタイムスロット数に満たない場合においても、
当該タイムスロット数と同一の及び／又は最も近い空き
タイムスロット数を有するキャリアに当該発呼要求に係
るタイムスロットごとの通信データを割り当てることを
特徴とするタイムスロット割当方法。
【請求項７】  発呼要求されたタイムスロット数が１キ
ャリアに規定される最大タイムスロット数に等しいか否
かを判定し、上記発呼要求されたタイムスロット数が上
記最大タイムスロット数に満たない場合、当該タイムス
ロット数に最も近い空きタイムスロット数を有するキャ
リアに当該発呼要求に係るタイムスロットごとの通信デ
ータを割り当てると共に、上記最大タイムスロット数の
発呼要求がなされた場合に備えて全てのタイムスロット
が空いているキャリアのタイムスロット割り当てに係る
優先度を下げることを特徴とする請求項６記載のタイム
スロット割当方法。
【請求項８】  発呼要求されたタイムスロット数を満た
す空きタイムスロットを有するキャリアが存在しない場
合、当該タイムスロット数に最も近い空きタイムスロッ
ト数を有するキャリアに当該発呼要求に係るタイムスロ
ットごとの通信データを割り当てて通信を実行し、当該
キャリアに空きタイムスロットが生じると、当該空きタ
イムスロットに割り当てられなかった残りの通信データ
を割り当てることを特徴とする請求項６記載のタイムス
ロット割当方法。
【請求項９】  １キャリアが複数のタイムスロットで構
成される複数のキャリアを用いた時分割多重方式で端末
装置と通信するにあたり、上記端末装置から発呼要求さ
れたタイムスロット数、及び上記複数のキャリアの各々
が有する空きタイムスロット数を判定して、上記空きタ
イムスロット数が上記発呼要求されたタイムスロット数
に満たない場合においても、当該タイムスロット数と同
一の及び／又は最も近い空きタイムスロット数を有する
キャリアに当該発呼要求に係るタイムスロットごとの通
信データを割り当てる手順をコンピュータに実行させる
プログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は時分割多元接続
（ＴＤＭＡ）方式を用いた無線通信システムに係り、特
に空きキャリアを多くするようにタイムスロットごとの
通信データの割り当てを実行する無線中継装置、通信シ
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ステム及びタイムスロット割当方法並びにプログラムに
関するものである。
【０００２】
【従来の技術】図７は従来の無線通信システムの構成を
概略的に示す図である。図において、１は制御装置で、
３，５は無線中継装置であって、それぞれデジタル専用
線２，４によって制御装置１と接続している。無線中継
装置３，５は、それぞれ通信領域１０，１１を有してい
る。図示の例では、無線中継装置３が通信領域１０内に
位置する移動局（端末装置）６，７と通信を行う。同様
に、無線中継装置５は通信領域１１内に位置する移動局
（端末装置）８，９と通信を行う。制御装置１は、例え
ば移動局６～９のいずれかが通信領域間を移動したと
き、ハンドオーバー制御を行って、無線中継装置３から
無線中継装置５へ、又は無線中継装置５から無線中継装
置３へ、当該移動局と通信すべき無線中継装置を切り換
える。
【０００３】図示の無線通信システムではＴＤＭＡ方式
が用いられており、複数のキャリア周波数を用いて、１
つのキャリアに複数のタイムスロットが規定される。例
えば、これらキャリアには、制御用キャリア、代行候補
キャリア、及び通信用キャリアがある。制御用キャリア
には、複数のタイムスロット（以下、このタイムスロッ
トを制御タイムスロットと呼ぶ）が存在し、代行候補キ
ャリアには制御タイムスロットの代行として用いられる
制御タイムスロット（代行タイムスロット）が存在す
る。また、通信用キャリアには複数のタイムスロット
（以下、このタイムスロットを通信タイムスロットと呼
ぶ）が存在する。そして、無線中継装置３，５では、後
述するようにして、各移動局６～９に対してタイムスロ
ットを割り当て、通信を確立することになる。
【０００４】次に動作について説明する。図８は図７中
の無線通信システムの動作を示すフロー図であり、この
図に沿って詳細な動作を説明する。先ず、移動局６から
少なくとも１つのタイムスロットの使用を求める発呼要
求があったとする。この発呼要求を受け付けると（ステ
ップＳＴ１）、無線中継装置３では、発呼要求されたタ
イムスロット数分の空きタイムスロットが通信用キャリ
アに存在するか否かを検索する（ステップＳＴ２）。こ
こで、要求されたタイムスロット数分の空きタイムスロ
ットが通信用キャリアにあると、当該タイムスロット数
分の通信データをタイムスロットごとに割り当て、呼設
定を行う（ステップＳＴ３）。これによって、移動局６
は無線中継装置３を介して通信を行うことになる（ステ
ップＳＴ４）。
【０００５】一方、ステップＳＴ２において、要求され
たタイムスロット数分の空きタイムスロットが通信用キ
ャリアにないと、無線中継装置３は、制御用キャリアに
当該タイムスロット数分の空きタイムスロットがあるか
否かを検索する（ステップＳＴ５）。ここで、制御用キ

ャリアに当該タイムスロット数分の空きタイムスロット
があると、無線中継装置３は、ステップＳＴ３を実行す
ることになる。
【０００６】また、ステップＳＴ５において、要求され
たタイムスロット数分の空きタイムスロットが制御用キ
ャリアにないと、無線中継装置３は、代行候補キャリア
に当該タイムスロット数分の空きタイムスロットがある
か否かを検索する（ステップＳＴ６）。ここで、要求さ
れたタイムスロット数分の空きタイムスロットが代行候
補キャリアにあると、無線中継装置３は、ステップＳＴ
３を実行することになる。
【０００７】また、ステップＳＴ６において、要求され
たタイムスロット数分の空きタイムスロットが代行候補
キャリアにないと、無線中継装置３は、発呼要求を予約
呼として移動局６に予約通知を行う（ステップＳＴ
７）。このあと、無線中継装置３は、不図示の予約タイ
マに予め設定した時間のカウントを開始する。そして、
予約タイマがタイムアウトしたか否かを確認して（ステ
ップＳＴ８）、タイムアウトしていなければ、ステップ
ＳＴ２に戻って処理を続行する。つまり、無線中継装置
３では、予約タイマがタイムアウトするまで、通信用キ
ャリア、制御用キャリア、及び代行候補キャリアの順
に、要求されたタイムスロット数分の空きタイムスロッ
トができたか否かを検索する。そして、予約タイマがタ
イムアウトすると、処理を終了する（予約取り消し）。
【０００８】図９は図７中の無線通信システムによるキ
ャリアに対するタイムスロット割り当てを説明する図で
ある。制御用キャリア１２、代行候補用キャリア１３及
び通信用キャリア１４に対してタイムスロットの割り当
てを行う。このとき、例えば要求されたタイムスロット
が１タイムスロットであり、当該タイムスロットの発呼
が順次発生するとき、通信タイムスロットＴＳに対して
通信データの割り当てが順次行われる。続いて、制御タ
イムスロットＣＴＳに対して割り当てが行われて、最後
に代行タイムスロットＲＴＳに対して割り当てが行われ
ることになる。つまり、通信タイムスロットＴＳが通信
データで一杯になると、制御タイムスロットＣＴＳが割
り当てられる。また、制御タイムスロットＣＴＳが一杯
になると、代行タイムスロットＲＴＳが割り当てられる
こととなる。
【０００９】なお、無線中継装置５においても、通信領
域１１内に位置する移動局８，９から発呼要求がある
と、無線中継装置３と同様にしてタイムスロットごとの
通信データの割り当て制御が実行されることになる。ま
た、上述の説明では、通信用キャリア１４は１つのみ示
されているが、複数の通信用キャリアがあってもよい。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】従来の無線通信システ
ムは以上のように構成されているので、各キャリアに１
つの空きタイムスロットが存在しても、複数のタイムス
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ロットが要求されると結果的にタイムスロットごとの通
信データの割り当てが行われず、未使用のタイムスロッ
トが増加してタイムスロットが無駄になってしまうとい
う課題があった。
【００１１】上記課題を具体的に説明すると、従来の無
線通信システムでは、発呼要求に応じてタイムスロット
ごとの通信データを割り当てるにあたり、通信用キャリ
ア、制御用キャリア、代行候補キャリアの順に空きタイ
ムスロットを検索する。このとき、発呼要求されたタイ
ムスロット数分の空きタイムスロットがいずれかのキャ
リアに存在すれば、当該発呼要求に対してタイムスロッ
トごとの通信データの割り当てを行う。しかしながら、
複数のタイムスロットが発呼要求されている際には、い
ずれかのキャリアに当該要求数に対応した複数の空きタ
イムスロットが存在しないと、当該発呼要求に対してタ
イムスロットごとの通信データの割り当てが行われな
い。この結果、割り当てが実行されない発呼要求が増加
して、通信効率が低下してしまうことになる。
【００１２】このように、従来の無線通信システムでは
効率的に複数のタイムスロットの各通信データを割り当
てることが難しいという課題があった。
【００１３】この発明は上記のような課題を解決するた
めになされたもので、複数のキャリア周波数を用いて１
つのキャリアが複数のタイムスロットを有するＴＤＭＡ
方式によって通信を行う際に、複数のタイムスロットの
それぞれの通信データを効率的に割り当てることができ
る無線中継装置、通信システム及びタイムスロット割当
方法並びにプログラムを得ることを目的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】この発明に係る無線中継
装置は、１キャリアが複数のタイムスロットで構成され
る複数のキャリアを用いた時分割多重方式で端末装置と
通信する無線中継装置において、端末装置から発呼要求
されたタイムスロット数、及び複数のキャリアの各々が
有する空きタイムスロット数を判定して、空きタイムス
ロット数が発呼要求されたタイムスロット数に満たない
場合においても、当該タイムスロット数と同一の及び／
又は最も近い空きタイムスロット数を有するキャリアに
当該発呼要求に係るタイムスロットごとの通信データを
割り当てることを特徴とするものである。
【００１５】この発明に係る無線中継装置は、端末装置
から発呼要求されたタイムスロット数が１キャリアに規
定される最大タイムスロット数に等しいか否かを判定
し、発呼要求されたタイムスロット数が最大タイムスロ
ット数に満たない場合、当該タイムスロット数に最も近
い空きタイムスロット数を有するキャリアに当該発呼要
求に係るタイムスロットごとの通信データを割り当てる
と共に、最大タイムスロット数の発呼要求がなされた場
合に備えて全てのタイムスロットが空いているキャリア
のタイムスロット割り当てに係る優先度を下げることを

特徴とするものである。
【００１６】この発明に係る無線中継装置は、端末装置
から発呼要求されたタイムスロット数を満たす空きタイ
ムスロットを有するキャリアが存在しない場合、当該タ
イムスロット数に最も近い空きタイムスロット数を有す
るキャリアに当該発呼要求に係るタイムスロットごとの
通信データを割り当てて通信を実行し、当該キャリアに
空きタイムスロットが生じると、当該空きタイムスロッ
トに割り当てられなかった残りの通信データを割り当て
ることを特徴とするものである。
【００１７】この発明に係る無線中継装置は、端末装置
から発呼要求されたタイムスロットごとの通信データを
キャリアに割り当てるにあたり、当該通信データの実デ
ータが割り当てられるタイムスロット数が最大となるよ
うに、実データ以外のデータの容量を最小化してこれが
割り当てられるべきタイムスロット数を最小にしたこと
を特徴とするものである。
【００１８】この発明に係る通信システムは、１キャリ
アが複数のタイムスロットで構成される複数のキャリア
を用いた時分割多重方式で通信するあたり、発呼要求さ
れたタイムスロット数、及び複数のキャリアの各々が有
する空きタイムスロット数を判定して、空きタイムスロ
ット数が上記発呼要求されたタイムスロット数に満たな
い場合においても、当該タイムスロット数と同一の及び
／又は最も近い空きタイムスロット数を有するキャリア
に当該発呼要求に係るタイムスロットごとの通信データ
を割り当てる無線中継装置と、無線中継装置に対して発
呼要求を行って時分割多重方式で通信を行う端末装置と
を備えるものである。
【００１９】この発明に係るタイムスロット割当方法
は、１キャリアが複数のタイムスロットで構成される複
数のキャリアを用いた時分割多重方式で通信するにあた
り、発呼要求されたタイムスロット数、及び複数のキャ
リアの各々が有する空きタイムスロット数を判定して、
空きタイムスロット数が発呼要求されたタイムスロット
数に満たない場合においても、当該タイムスロット数と
同一の及び／又は最も近い空きタイムスロット数を有す
るキャリアに当該発呼要求に係るタイムスロットごとの
通信データを割り当てることを特徴とするものである。
【００２０】この発明に係るタイムスロット割当方法
は、発呼要求されたタイムスロット数が１キャリアに規
定される最大タイムスロット数に等しいか否かを判定
し、発呼要求されたタイムスロット数が最大タイムスロ
ット数に満たない場合、当該タイムスロット数に最も近
い空きタイムスロット数を有するキャリアに当該発呼要
求に係るタイムスロットごとの通信データを割り当てる
と共に、最大タイムスロット数の発呼要求がなされた場
合に備えて全てのタイムスロットが空いているキャリア
のタイムスロット割り当てに係る優先度を下げることを
特徴とするものである。
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【００２１】この発明に係るタイムスロット割当方法
は、発呼要求されたタイムスロット数を満たす空きタイ
ムスロットを有するキャリアが存在しない場合、当該タ
イムスロット数に最も近い空きタイムスロット数を有す
るキャリアに当該発呼要求に係るタイムスロットごとの
通信データを割り当てて通信を実行し、当該キャリアに
空きタイムスロットが生じると、当該空きタイムスロッ
トに割り当てられなかった残りの通信データを割り当て
ることを特徴とするものである。
【００２２】この発明に係るプログラムは、１キャリア
が複数のタイムスロットで構成される複数のキャリアを
用いた時分割多重方式で端末装置と通信するにあたり、
端末装置から発呼要求されたタイムスロット数、及び複
数のキャリアの各々が有する空きタイムスロット数を判
定して、空きタイムスロット数が発呼要求されたタイム
スロット数に満たない場合においても、当該タイムスロ
ット数と同一の及び／又は最も近い空きタイムスロット
数を有するキャリアに当該発呼要求に係るタイムスロッ
トごとの通信データを割り当てる手順をコンピュータに
実行させるものである。
【００２３】
【発明の実施の形態】以下、この発明の実施の一形態を
説明する。
実施の形態１．図１はこの発明の実施の形態１による無
線通信システムの構成を示すブロック図である。図にお
いて、３１，５１は無線中継装置であって、発呼要求さ
れたタイムスロット数と空きタイムスロットとに応じて
優先順位を変更して当該タイムスロット数以上の空きタ
イムスロット数を有するキャリアを選択する。また、無
線中継装置３１，５１は、後述する動作を実行するプロ
グラムをコンピュータ装置に処理させることで具現化す
ることができる。なお、図７と同一構成要素には同一符
号を付して重複する説明を省略する。
【００２４】図示の無線通信システムではＴＤＭＡ方式
が用いられており、複数のキャリア周波数を用いて、１
つのキャリアには複数のタイムスロットが規定される。
キャリアには、図７で説明したように、制御用キャリ
ア、代行候補キャリア、及び通信用キャリアがある。無
線中継装置３１，５１では、後述するようにして各移動
局６～９に対してタイムスロットを割り当て、通信を確
立する。
【００２５】次に動作について説明する。図２は図１中
の無線通信システムの動作を示すフロー図であり、この
図に沿ってタイムスロット割り当て動作について説明す
る。先ず、移動局６から少なくとも１つのタイムスロッ
トの使用を求める発呼要求があったとする。この発呼要
求を受け付けると（ステップＳＴ１１）、無線中継装置
３１では、発呼要求されたタイムスロット数分以上の空
きタイムスロットが通信用キャリアに存在するか否かを
検索する（ステップＳＴ１２）。

【００２６】複数の通信用キャリアのうち、発呼要求さ
れたタイムスロット数以上の空きタイムスロットを有す
る通信用キャリアがある場合、無線中継装置３１は、当
該タイムスロット数が最大タイムスロット数（例えば、
４タイムスロット）であるか否かを調べる（ステップＳ
Ｔ１３）。そして、当該タイムスロット数が４タイムス
ロットであると、無線中継装置３１は、４つの空きタイ
ムスロットを有する通信用キャリアの選択に関する優先
度を上げる。これにより、当該通信用キャリアが選択さ
れて発呼要求に対する４タイムスロット分の通信データ
がそれぞれ割り当てられ、呼設定が行われる（ステップ
ＳＴ１４）。これによって、移動局６は、無線中継装置
３１を介して通信を行うことになる（ステップＳＴ１
５）。
【００２７】一方、ステップＳＴ１３において、発呼要
求されたタイムスロット数が４タイムスロットでない
と、無線中継装置３１は、複数の通信用キャリアのう
ち、全てのタイムスロットが空きタイムスロットとなっ
ている通信用キャリアが存在するか否かを調べる（ステ
ップＳＴ１６）。ここで、全てのタイムスロットが空き
タイムスロットである通信用キャリアが存在しない場
合、無線中継装置３１は、発呼要求されたタイムスロッ
ト数に最も近い空きタイムスロットを有する通信用キャ
リアの選択に関する優先度を上げる。これにより、当該
通信用キャリアを選択して（ステップＳＴ１７）、ステ
ップＳＴ１４の処理に移行する。
【００２８】また、ステップＳＴ１６において、通信用
キャリアのうち全てのタイムスロットが空きタイムスロ
ットとなっている通信用キャリアが存在する場合、無線
中継装置３１は、当該通信用キャリアの選択に関する優
先度を下げると共に、ステップＳＴ１８の処理に移行す
る。なお、ステップＳＴ１２において、発呼要求された
タイムスロット数分以上の空きタイムスロットが通信用
キャリアにない場合も、ステップＳＴ１８の処理に移行
する。
【００２９】ステップＳＴ１８において、無線中継装置
３１は、発呼要求されたタイムスロット数以上の空きタ
イムスロットが制御用キャリアにあるか否かを検索す
る。ここで、制御用キャリアに当該タイムスロット数以
上の空きタイムスロットがあると、無線中継装置３１
は、ステップＳＴ１７の処理を実行する（ここでは、制
御用キャリアは１つであるから、当該制御用キャリアが
選択されることになる）。このあと、無線中継装置３１
は、ステップＳＴ１４の処理を実行する。
【００３０】一方、発呼要求されたタイムスロット数以
上の空きタイムスロットが制御用キャリアにないと、無
線中継装置３１は、代行候補キャリアに当該タイムスロ
ット数以上の空きタイムスロットがあるか否かを検索す
る（ステップＳＴ１９）。ここで、代行候補キャリアに
当該タイムスロット数以上の空きタイムスロットがある
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と、無線中継装置３１は、ステップＳＴ１７の処理を実
行する（ここでは、代行候補キャリアは１つであるか
ら、当該代行候補キャリアが選択されることになる）。
このあと、無線中継装置３１は、ステップＳＴ１４の処
理を実行する。
【００３１】また、発呼要求されたタイムスロット数以
上の空きタイムスロットが代行候補キャリアにないと、
無線中継装置３１は、複数の通信用キャリアのうち全て
のタイムスロットが空きタイムスロットである通信用キ
ャリアが存在するか否かを検索する（ステップＳＴ２
０）。ここで、全てのタイムスロットが空きタイムスロ
ットである通信用キャリアが存在すると、無線中継装置
３１は、ステップＳＴ１７の処理を実行する（ここで
は、全てのタイムスロットが空きタイムスロットである
通信用キャリアから１つが選択される）。このあと、無
線中継装置３１は、ステップＳＴ１４の処理を実行す
る。
【００３２】一方、複数の通信用キャリアのうち全ての
タイムスロットが空きである通信用キャリアが存在しな
い場合、無線中継装置３１は、通信用キャリア、制御用
キャリア、及び代行候補キャリアのうちに空きタイムス
ロットがあるか否かを検索する（ステップＳＴ２１）。
ここで、通信用キャリア、制御用キャリア、及び代行候
補キャリアのうちに空きタイムスロットがあると、無線
中継装置３１は、発呼要求されたタイムスロット数が最
大タイムスロット数（例えば、４タイムスロット）であ
るか否かを調べる（ステップＳＴ２２）。そして、当該
タイムスロット数が４タイムスロットであると、無線中
継装置３１は、当該発呼要求に対して通信用キャリアの
うち、最大の空きタイムスロット数を有するキャリアを
選択して（ステップＳＴ２３）、ステップＳＴ１４の処
理を実行する。
【００３３】また、発呼要求されたタイムスロット数が
４タイムスロットでないと、無線中継装置３１は、当該
発呼要求に対して通信用キャリア、制御用キャリア、代
行候補キャリアのうち当該タイムスロット数に最も近
く、且つ最大の空きタイムスロット数を有するキャリア
の選択に関する優先度を上げる。これにより、当該キャ
リアを選択して（ステップＳＴ２４）、ステップＳＴ１
４の処理を実行する。
【００３４】ステップＳＴ２１において、通信用キャリ
ア、制御用キャリア、及び代行候補キャリアのうちに空
きタイムスロットがないと、無線中継装置３１は、発呼
要求を予約呼として移動局６に予約通知を行う（ステッ
プＳＴ２５）。その後、無線中継装置３１は、図示しな
い予約タイマに予め設定した時間のカウントを開始す
る。そして、予約タイマがタイムアウトしたか否かを確
認して（ステップＳＴ２６）、タイムアウトしていなけ
れば、ステップＳＴ１２の処理に戻って処理を続行す
る。つまり、無線中継装置３１では、予約タイマがタイ

ムアウトするまで、上述したタイムスロットの割り当て
制御を行うことになる。そして、予約タイマがタイムア
ウトすると、処理を終了する（予約取り消し）。
【００３５】なお、無線中継装置５１においても、通信
領域１１内に位置する移動局８，９から発呼要求がある
と、無線中継装置３１と同様にしてタイムスロットの割
り当て制御を行うことになる。
【００３６】図３は図１中の無線通信システムによるキ
ャリアに対するタイムスロット割り当ての一例を説明す
る図である。図に示すように、制御用キャリア１５、代
行候補キャリア１６、及び通信用キャリア１７～１９
は、それぞれ４つのタイムスロットを備えているものと
する。ここで、制御用キャリア１５は、３つの空きタイ
ムスロット（制御タイムスロット）ＣＴＳが存在し、代
行候補キャリア１６には３つの空きタイムスロット（代
行タイムスロット）ＲＴＳが存在するものとする。そし
て、通信用キャリア１７には、３つの空きタイムスロッ
ト（通信タイムスロット）ＴＳが存在し、通信用キャリ
ア１８，１９にはそれぞれ１つ及び４つの空きタイムス
ロット（通信タイムスロット）ＴＳが存在する。
【００３７】ここで、移動局６から発呼要求されたタイ
ムスロット数が１タイムスロットであると、上述したタ
イムスロットごとの通信データの割り当て制御を行うに
あたり、通信用キャリア１８は、空きタイムスロットが
１つであるから、選択に関する優先度を最も高くする
（つまり、通信用キャリア１８が選択されることにな
る）。この発呼要求の次に発生する発呼要求に対しては
（要求されたタイムスロットは、１タイムスロットであ
るとする）、通信用キャリア１８の次に空きスロットが
少ない通信用キャリア１７が選択されることになる。
【００３８】また、発呼要求されたタイムスロット数が
複数である場合、当該タイムスロット数に応じて、通信
用キャリア、制御用キャリア、及び代行候補キャリアの
順にキャリアが選択されることになる。つまり、発呼要
求されたタイムスロット数と各自が有する空きタイムス
ロット数に応じて、それぞれのキャリアの優先度が設定
される。
【００３９】例えば、発呼要求されたタイムスロット数
が２タイムスロットであると、当該タイムスロット数以
上で最小の空きタイムスロット数を有する通信用キャリ
ア１７が選択される。そして、次の発呼要求（タイムス
ロット数が２タイムスロットであるとする）に対して
は、通信用キャリア以外で、当該タイムスロット数以上
で最小の空きタイムスロット数を有する制御用キャリア
１５が選択されることになる。なお、次の発呼要求の要
求タイムスロット数が１タイムスロットであれば、通信
用キャリア１８が選択される。
【００４０】上述の説明から明らかなように、通信用キ
ャリア、制御用キャリア、及び代行候補キャリアの順に
優先順位が定められている際に、通信用キャリア、制御
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用キャリア、及び代行候補キャリア中の空きタイムスロ
ット数を検索して、この空きタイムスロット数と発呼要
求されたタイムスロット数とに応じて、前述の優先順位
を変更して、キャリア選択を行うようしたから、効率的
に複数のタイムスロットの割り当て制御を行うことがで
きることになる。
【００４１】以上のように、この実施の形態１によれ
ば、通信用キャリア、制御用キャリア、及び代行候補キ
ャリアの順に優先順位が定められている際に、発呼要求
があると、当該発呼要求されたタイムスロット数と空き
タイムスロット数とに応じて優先順位を変更して、当該
タイムスロット数以上の空きタイムスロット数で最小の
空きタイムスロット数を有するキャリアを選択するよう
にしたので、効率的に複数のタイムスロットの割り当て
制御を行うことができる。
【００４２】また、発呼要求されたタイムスロット数に
満たない空きタイムスロットしか存在しない場合におい
ても、その中で最大の空きタイムスロットを有するキャ
リアを選択してタイムスロット割り当てを行うようにし
たので、さらに効率的に複数のタイムスロットの割り当
て制御を行うことができる。
【００４３】実施の形態２．図４はこの発明の実施の形
態２による無線通信システムの動作を示すフロー図であ
る。この実施の形態２の無線通信システムの構成は上記
実施の形態１と同様であるが、後述するように動作が異
なる。
【００４４】次に動作について説明する。図４はこの発
明の実施の形態２による無線通信システムの動作を示す
フロー図であり、この図に沿って説明する。先ず、移動
局６から少なくとも１つのタイムスロットの使用を求め
る発呼要求があったとする。この発呼要求を受け付ける
と（ステップＳＴ３１）、無線中継装置３１は、発呼要
求されたタイムスロット数分以上の空きタイムスロット
が通信用キャリアに存在するか否かを検索する（ステッ
プＳＴ３２）。複数の通信用キャリアのうち、発呼要求
されたタイムスロット数以上の空きタイムスロットを有
する通信用キャリアがある場合、無線中継装置３１は、
当該タイムスロット数が最大タイムスロット数（例え
ば、４タイムスロット）であるか否かを調べる（ステッ
プＳＴ３３）。
【００４５】そして、当該タイムスロット数が４タイム
スロットであると、無線中継装置３１は、４つの空きタ
イムスロットを有する通信用キャリアの選択に関する優
先度を上げる。これにより、当該通信用キャリアが選択
されて発呼要求に対する４タイムスロット分の通信デー
タが割り当てられ、呼設定が行われる（ステップＳＴ３
４）。これによって、移動局６は、無線中継装置３１を
介して通信を行うことになる（ステップＳＴ３５）。
【００４６】一方、ステップＳＴ３３において、発呼要
求されたタイムスロット数が４タイムスロットでない

と、無線中継装置３１は、複数の通信用キャリアのう
ち、全てのタイムスロットが空きタイムスロットとなっ
ている通信用キャリアが存在するか否かを調べる（ステ
ップＳＴ３６）。ここで、全てのタイムスロットが空き
タイムスロットである通信用キャリアが存在しない場
合、無線中継装置３１は、発呼要求されたタイムスロッ
ト数に最も近い空きタイムスロットを有する通信用キャ
リアの選択に関する優先度を上げる。これにより、当該
通信用キャリアを選択して（ステップＳＴ３７）、ステ
ップＳＴ３４の処理に移行する。
【００４７】また、ステップＳＴ３６において、通信用
キャリアのうち全てのタイムスロットが空きタイムスロ
ットとなっている通信用キャリアが存在する場合、無線
中継装置３１は、当該通信用キャリアの選択に関する優
先度を下げると共に、ステップＳＴ３８の処理に移行す
る。なお、ステップＳＴ３２において、発呼要求された
タイムスロット数分以上の空きタイムスロットが通信用
キャリアにない場合も、ステップＳＴ３８の処理に移行
する。
【００４８】ステップＳＴ３８において、無線中継装置
３１は、発呼要求されたタイムスロット数以上の空きタ
イムスロットが制御用キャリアにあるか否かを検索す
る。ここで、制御用キャリアに当該タイムスロット数以
上の空きタイムスロットがあると、無線中継装置３１
は、ステップＳＴ３４の処理を実行する。
【００４９】また、発呼要求されたタイムスロット数以
上の空きタイムスロットが制御用キャリアにないと、無
線中継装置３１は、代行候補キャリアに当該タイムスロ
ット数以上の空きタイムスロットがあるか否かを検索す
る（ステップＳＴ３９）。代行候補キャリア１６に要求
タイムスロット数以上の空きタイムスロットがあると、
無線中継装置３１はステップＳＴ３４を実行する。
【００５０】一方、代行候補用キャリアに要求タイムス
ロット数以上の空きタイムスロットがないと、無線中継
装置３１では、通信用キャリアにおいて全てのタイムス
ロットが空きである通信用キャリアが存在するか否かを
検索する（ステップＳＴ４０）。全てのタイムスロット
が空きタイムスロットである通信用キャリアが存在する
と、無線中継装置３１はステップＳＴ３４を実行する。
【００５１】通信用キャリアのうちに全てのタイムスロ
ットが空きである通信用キャリアが存在しないと、無線
中継装置３１では、通信用キャリア、制御用キャリア、
及び代行候補用キャリアのうちに空きタイムスロットが
あるか否かを検索する（ステップＳＴ４１）。通信用キ
ャリア、制御用キャリア、及び代行候補キャリアのうち
に空きタイムスロットがあると、無線中継装置３１では
当該タイムスロット数が最大タイムスロット数（例え
ば、４タイムスロット）であるか否かを調べる（ステッ
プＳＴ４２）。そして、発呼要求されたタイムスロット
数が４タイムスロットであると、無線中継装置３１は、
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当該発呼要求に対して通信用キャリアのうち最大の空き
スロット数を有するキャリアを選択して（ステップＳＴ
４３）、ステップＳＴ３４及びステップＳＴ３５の処理
に移行して通信を実行する。
【００５２】一方、発呼要求されたタイムスロット数が
４タイムスロットでないと、無線中継装置３１は、当該
発呼要求に対して通信用キャリア、制御用キャリア、代
行候補キャリアのうち要求タイムスロット数に最も近
く、且つ最大の空きタイムスロット数を有するキャリア
を選択して（ステップＳＴ４４）、ステップＳＴ４５の
処理に移行する。
【００５３】ステップＳＴ４５において、無線中継装置
３１は、ステップＳＴ４４にて選択されたキャリアに通
信データが割り当てられ、呼設定が行われる。これによ
って、移動局６は、無線中継装置３１を介して通信を行
うことになる（ステップＳＴ４６）。このとき、無線中
継装置３１では、発呼要求された全てのタイムスロット
について割り当てが行われたか否かを判定して（ステッ
プＳＴ４７）、全てのタイムスロットについて割り当て
が行われていれば、ステップＳＴ３５の処理に移行して
当該通信を継続する。一方、全てのタイムスロットにつ
いて割り当てが行われていない場合、無線中継装置３１
は、ステップＳＴ４８の処理に移行して通信終了か否か
を判定する。ここで、通信終了である場合、無線中継装
置３１は、通信の終了処理に移行する。また、通信終了
でないと、ステップＳＴ４９の処理に移行する。
【００５４】ステップＳＴ４９において、無線中継装置
３１は、ステップＳＴ４４の処理にてタイムスロットが
割り当てられたキャリアに空きタイムスロットができた
か否かを判定する。このとき、空きタイムスロットがで
きると、ステップＳＴ４４の処理にて割り当てられなか
った残りのタイムスロットに応じた通信データを当該空
きタイムスロットに順次割り当てていく（ステップＳＴ
５０）。このあと、ステップＳＴ４５からの処理に戻っ
て通信が行われる。また、空きタイムスロットができて
いなければ、ステップＳＴ５０の処理をとばして、ステ
ップＳＴ４５の処理に戻る。なお、ステップＳＴ４５か
らステップＳＴ５０までの処理が、ベストエフォート制
御に相当する。
【００５５】一方、ステップＳＴ４１において、通信用
キャリア、制御用キャリア、及び代行候補キャリアのう
ちに空きタイムスロットがないと、無線中継装置３１
は、発呼要求を予約呼として、移動局６に予約通知を行
う（ステップＳＴ４８）。その後、無線中継装置３１
は、予約タイマに予め設定した時間のカウントを開始す
る。そして、予約タイマがタイムアウトしたか否かを確
認して（ステップＳＴ５１）、タイムアウトしていなけ
れば、ステップＳＴ３２に戻って処理を続行する。つま
り、無線中継装置３１は、予約タイマがタイムアウトす
るまで、上述したタイムスロットの割り当て制御を行う

ことになる。そして、予約タイマがタイムアウトする
と、処理を終了する。
【００５６】なお、無線中継装置５１においても、通信
領域１１内に位置する移動局８，９から発呼要求がある
と、無線中継装置３１と同様にしてタイムスロットの割
り当て制御を行うことになる。
【００５７】図５はこの発明の実施の形態２による無線
通信システムによるキャリアに対するタイムスロット割
り当ての一例を説明する図である。図に示すように、制
御用キャリア２０、代行候補キャリア２１、及び通信用
キャリア２２は、それぞれ４つのタイムスロットを備え
ているものとする。また、制御用キャリア２０には、２
つの空きタイムスロット（制御タイムスロット）ＣＴＳ
が存在する。代行候補キャリア２１には、１つの空きタ
イムスロット（代行タイムスロット）ＲＴＳが存在する
ものとする。そして、通信用キャリア２２には、３つの
空きタイムスロット（通信タイムスロット）ＴＳが存在
するものとする。
【００５８】移動局６から発呼要求されたタイムスロッ
ト数が４スロットであると、上述の説明から明らかなよ
うに、ステップＳＴ４３によって、通信用キャリア２２
が選択されて当該発呼要求された４タイムスロットのう
ち３タイムスロット分の通信データが割り当てられる
（斜線で示す）。そして、ステップＳＴ４９において、
通信用キャリア２２に割当済みのタイムスロットに空き
ができたか否かが判定される。そして、当該タイムスロ
ットに空きができると、これに対して残りのタイムスロ
ットに応じた通信データが割り当てられることになる。
【００５９】なお、空きスロット数が通信用キャリア、
制御用キャリア、及び代行候補キャリアで同数の場合に
は、通信用キャリア、制御用キャリア、及び代行候補キ
ャリアの順にタイムスロットが割り当てられることにな
る。
【００６０】このようにして、図５に示す例では、発呼
要求されたタイムスロット数及び空きタイムスロット数
に応じて、通信用キャリア２２、制御用キャリア２０、
及び代行候補キャリア２１の順にキャリアを選択する。
つまり、発呼要求されたタイムスロット数と各自が有す
る空きタイムスロット数に応じて、それぞれのキャリア
の優先度が設定される。このとき、通信中に空きタイム
スロットができるのを待って、空きタイムスロットがで
きると、発呼要求された残りのタイムスロットに応じた
通信データを空きタイムスロットに割り当てることにな
る。
【００６１】以上のように、この実施の形態２によれ
ば、通信用キャリア、制御用キャリア、及び代行候補キ
ャリアの順に優先順位が定められている際に、通信用キ
ャリア、制御用キャリア、及び代行候補キャリア中の空
きタイムスロット数を検索して、この空きタイムスロッ
ト数と発呼要求されたタイムスロット数とに応じて前述
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の優先順位を変更するので、効率的に複数のタイムスロ
ットの割り当て制御を行うことができる。
【００６２】また、発呼要求されたタイムスロット数に
対応する空きタイムスロットを有するキャリアがなかっ
た場合、最大数の空きタイムスロットを有するキャリア
に割り当てて通信を行い、当該キャリア中に空きタイム
スロットができると、前回割り当てられなかった残りの
タイムスロットに応じた通信データを空きタイムスロッ
トに割り当てるようにしたので、現時点では発呼要求さ
れたタイムスロット数に満たない空きタイムスロット数
しか存在しない場合においても、良好な通信を保って効
率的に複数のタイムスロットの割り当て制御を行うこと
ができる。
【００６３】なお、図６はこの発明で扱うデータフォー
マットを示す図である。上記実施の形態１及び２におい
て、例えば図６に示すタイムスロットデータフォーマッ
トが用いられる。先ず、データ伝送の際、複数のタイム
スロット割り当て要求が移動局６からあると（例えば、
４タイムスロットの割り当て要求があると）、無線中継
装置３１では、隣り合う連続したタイムスロットを割り
当てる。
【００６４】図示の例では、タイムスロット♯１～♯４
が割り当てられる。そして、タイムスロット♯１には、
制御情報（制御データ）が格納される制御データ部、送
信スロット番号が格納される送信スロット番号部、総ス
ロット数が格納される総スロット数部、及びデータが格
納される実データ部が備えられ、タイムスロット♯２～
♯４の各々には、送信スロット番号部、総スロット数
部、及び実データ部が備えられる。
【００６５】このように、先頭に位置するタイムスロッ
ト♯１にのみ制御データ部を配置し、残りのタイムスロ
ット♯２～♯４の各々には、送信スロット番号部及び総
スロット数部を配置するようにする。このように、通信
データを構成する実データ以外のデータの容量を最小に
抑え、これらが割り当てられるべきタイムスロット数を
最小にすることで、複数のタイムスロットを用いてデー
タ伝送等を行う際、実データ部（実データ領域）を増や
すことができる。
【００６６】
【発明の効果】以上のように、この発明によれば、１キ
ャリアが複数のタイムスロットで構成される複数のキャ
リアを用いた時分割多重方式で通信するにあたり、発呼
要求されたタイムスロット数、及び複数のキャリアの各
々が有する空きタイムスロット数を判定して、空きタイ
ムスロット数が発呼要求されたタイムスロット数に満た
ない場合においても、当該タイムスロット数と同一の及
び／又は最も近い空きタイムスロット数を有するキャリ
アに当該発呼要求に係るタイムスロットごとの通信デー
タを割り当てるので、タイムスロットを無駄にすること
なく、効率的にタイムスロットを割り当てることができ

るという効果がある。
【００６７】この発明によれば、発呼要求されたタイム
スロット数が１キャリアに規定される最大タイムスロッ
ト数に等しいか否かを判定し、発呼要求されたタイムス
ロット数が最大タイムスロット数に満たない場合、当該
タイムスロット数に最も近い空きタイムスロット数を有
するキャリアに当該発呼要求に係るタイムスロットごと
の通信データを割り当てると共に、最大タイムスロット
数の発呼要求がなされた場合に備えて全てのタイムスロ
ットが空いているキャリアのタイムスロット割り当てに
係る優先度を下げるので、発呼要求されたタイムスロッ
ト数が最大タイムスロット数である際には、速やかにタ
イムスロットごとの通信データの割り当てを行うことが
できると共に、後に最大タイムスロット数を要求する発
呼が発生した場合にも速やかに対応することができると
いう効果がある。
【００６８】この発明によれば、発呼要求されたタイム
スロット数を満たす空きタイムスロットを有するキャリ
アが存在しない場合、当該タイムスロット数に最も近い
空きタイムスロット数を有するキャリアに当該発呼要求
に係るタイムスロットごとの通信データを割り当てて通
信を実行し、当該キャリアに空きタイムスロットが生じ
ると、当該空きタイムスロットに割り当てられなかった
残りの通信データを割り当てるので、現時点では発呼要
求されたタイムスロット数に満たない空きタイムスロッ
ト数しか存在しない場合においても、良好な通信を保っ
て効率的に複数のタイムスロットの割り当て制御を行う
ことができるという効果がある。
【００６９】この発明によれば、端末装置から発呼要求
されたタイムスロットごとの通信データをキャリアに割
り当てるにあたり、当該通信データの実データが割り当
てられるタイムスロット数が最大となるように、実デー
タ以外のデータの容量を最小化してこれが割り当てられ
るべきタイムスロット数を最小にしたので、実データ領
域を増やすことができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】  この発明の実施の形態１による無線通信シス
テムの構成を示すブロック図である。
【図２】  図１中の無線通信システムの動作を示すフロ
ー図である。
【図３】  図１中の無線通信システムによるキャリアに
対するタイムスロット割り当ての一例を説明する図であ
る。
【図４】  この発明の実施の形態２による無線通信シス
テムの動作を示すフロー図である。
【図５】  この発明の実施の形態２による無線通信シス
テムによるキャリアに対するタイムスロット割り当ての
一例を説明する図である。
【図６】  この発明で扱うデータフォーマットを示す図
である。
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【図７】  従来の無線通信システムの構成を示すブロッ
ク図である。
【図８】  図７中の無線通信システムの動作を示すフロ
ー図である。
【図９】  図７中の無線通信システムによるキャリアに
対するタイムスロット割り当てを説明する図である。

【符号の説明】
１  制御装置、２，４  デジタル専用線、６，７，８，
９  移動局（端末装置）、１０，１１  通信領域、１
５，２０  制御用キャリア、１６，２１  代行候補キャ
リア、１７～１９，２２  通信用キャリア、３１，５１
  無線中継装置。

【図１】 【図２】

【図３】 【図５】

【図９】
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【図４】

【図６】

【図７】
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